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　　前回 2913 回例会記録
	 　　　令和 5年 9月 9日（土）

点　鐘：鳥山　直樹  会   長
合　唱：「浜辺の歌」

ゲスト： 勅使川原　洋子様（特定非営利活動法人群馬リ
カバリーねっと　理事長）

 北井　一也　様（株式会社ひのきリライアンス
代表取締役社長兼最高経営責任者）

 藤井　邦一　様（株式会社プロット株式会社
ライフ・ドゥ　代表取締役）

 蔡　宜真　様（米山奨学生）

◎今週メークアップへ行った会員
９／４ 地区クラブ米山奨学生委員長会議（蒲・角井　

各会員）
９／６ 東京ロータリークラブ（岸会員）

≪会長報告≫	 鳥山　直樹　会長
１．９月３日（日）開催のゆかたミーティングには、多

数のご出席をいただきまして、ありがとうございま
した。また、福本親睦活動委員長はじめ、関係各位
の皆様ありがとうございました。

２．本日例会前 11：30 より、クラブ規定委員会が開催
されました。ご出席いただきました委員の皆様あり
がとうございました。

３．９月４日（月）、クラブ米山記念奨学委員長会議が開
催されました。蒲米山記念奨学委員長にご出席いた
だきました。また、角井地区米山奨学金増進委員に

第 2 9 1 4 回（ 第 1 0 回 ）例 会
2023 年 9 月 30 日（土）会場 ローズホテル 2 階夜間例会

１. 点　　　　　鐘 鳥山　直樹 会   長
２. 合 　 　 　 　 唱  合 唱 委 員 会
３. ゲ ス ト の 紹 介 鳥山　直樹 会   長
４. ビジターの紹介 親 睦 活 動 委 員 会
５. スマイルの発表 親 睦 活 動 委 員 会
６. 出　席　報　告 出 席 委 員 会
７. 会　長　報　告 鳥山　直樹 会   長
８. 幹　事　報　告 小野　　哲 幹   事
９. 卓　　　　　話

◆次回（2023 年 10月 14日（土））例会予告◆

会　員　数 44（36）名 本日出席率 89.74％

本日出席数 35（32）名
（内オンライン 0 名） 8／26分修正出席率 78.38％

《合唱歌詞》

「我等の生業」次回
合唱曲

夜間例会 米山奨学生　蔡宜真様　終了式
藤塚雄大会員　新会員歓迎会

点鐘 18：00

会場 1 階
徳川慶喜と兵庫開港問題　幕末政局の転換点

司法書士　松原　隆文　様
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はリモートにてご出席いただきました。ありがとう
ございました。

４．ロータリー米山記念奨学会より、第 51 回メジャー
ドナーとして蒲会員に記念の盾が届いておりますの
でお渡しいたします。ご協力ありがとうございまし
た。私も第 14 回メジャードナーとして感謝状と記
念のバッチをいただきました。

≪幹事報告≫	 小野　哲　幹事
１．本日の例会後、第３回理事会を開催いたします。ご

出席いただきます理事、役員の皆様宜しくお願いい
たします。

２．次週９月 16 日と 23 日は休会となります。次回例会
は９月 30 日夜間例会となり、米山奨学生　蔡宜真
様終了式、藤塚雄大会員の新会員歓迎会を予定して
おります。お間違えの無いようお願いいたします。

３．今月 9 月の財団レートは、1 ドル 円になります。
４．他クラブから例会変更の案内がきております。会報に

掲載いたしましたので、ご確認をお願いいたします。

≪委員会報告≫
・ロータリー財団委員会	 蒲　隆夫　委員長
　宍戸留美会員よりご寄付頂きました。
 

・米山記念奨学委員会	 蒲　隆夫　委員長
　宍戸留美会員よりご寄付頂きました。
 

≪卓話≫
特定非営利活動法人群馬リカバリーねっとの現状と課題

特定非営利活動法人群馬リカバリーねっと
理事長　勅使川原　洋子　様

■こころの病気への思い
　群馬県の保健師として 38 年勤務いたしました。勤務
した昭和 50 年代半ばは、保健所は、地域に住む精神疾
患の方たちの地域生活を支援することが大きな業務でし
た。この頃は、病気に対する偏見も大きく、こころの病

気の配偶者や子供を持つ家族は、必死に病気を隠してい
ることが多くみられました。そのため病気の当事者は自
由な外出もなく、唯一の外出は受診だけ、ほとんどの時
間を家の中で過ごす閉じこもりの状態となっていまし
た。仕事は出来なくても、せめて昼間出掛ける場所とし
て、保健所のデイケアへの参加を勧めたり、治療を中断
しないよう保健指導するために必死に家庭訪問を行って
いました。家庭訪問の車は、近所の人に見られないよう
に、遠くに止めていくのが普通のことだった時代でした。
長くこころの病気の人達を支援する中、『病気になって
辛くて苦しいのに、更に隠れて暮らす辛さ』こんな酷い
事は何とかしたいという思いをずっと持っていました。
　平成になり、全国的に精神障害者家族会が組織されて
きていたので、家族を説得して家族会を組織し、精神疾
患を抱える誰もが通える作業所を家族会と一緒につくり
ました。
　平成 4 年には家族会を特定非営利活動法人にし、その
施設は、今も地域で大切な資源となっています。
■玉村町にも、通所する場所を
　家族の強い思いを聞き、2014（平成 26）年 4 月から
通所施設を開設しました。
　県職員だったので、無給の地域貢献の仕事として活動
し、その年の 9 月には、県の許認可を受け、正式に “就
労継続支援 B 型” 施設としてスタートしました。
■ 3つの障害者
　障害者は、大きく分けて知的障害者、身体障害者、精
神障害者がいます。
　精神障害者は、他の 2 つの障害者と大きく違うところ
は、患者であり服薬を必要とし、服薬の中断は病状を悪
化させることになります。
　触法精神障害者（重大犯罪を犯した精神障害者）業務
に関わる中、警察官からの通報となるケースは、治療中
断による悪化が多くみられました。殺人を犯した人でも、
適正な治療と支援で普通に生活できるまでに回復してい
きます。そのためには医療提供と共に、地域生活を支え
る家族が必要ですが、家族がいない場合は、家族に代わ
る施設やスタッフが大切な役割を担うことになります。
　病状の悪化への対応は、病気の知識や障害者への支援
経験がある職員であれば、早期に気が付き、病状の波や
悪化への対応を適切に行えるものだと考えていました。
　施設のスタッフとして、医療の知識がある群馬県立精
神医療センターで長く精神障害者の社会復帰を手掛けて
きた看護職を施設長に向かえ、地域で少ない精神障害者
を専門とする通所施設を開設しました。
※利用者の疾患：統合失調症、うつ病、発達障害、高次

脳機能障害
■新しい建物へ
 古い一戸建ての隙間風が通り抜ける建物から、利用者
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が気持ちよく過ごせるようにと施設を新築しました。明
るく、景色のよい環境で、特に北側は、遠くにすそ野の
長い赤城山が見え、春には広い道路沿いにカワズザクラ
が咲き誇ります。
　通所施設ではありますが、カフェを併設し、おしゃれ
で楽しく通える施設を目標にしましたが、カフェのス
タッフを雇用することができず、景色のよい作業スペー
スとなってしまいました。日々の生活の愉しみとして、
食事会、花見、イチゴ狩り、ボーリング、バトミントン、
ゲーム　など　さまざまなイベントを行っています。コ
ロナの蔓延で中断していましたが、今年度から再開して
います。また、コロナの蔓延中は、手洗いや消毒を徹底
し感染を抑えることができました。
■通所することの目標と効果
　大きな目標は、就労ですが、仕事に就くためには、朝
起き、挨拶して、昼間起きて何らかの作業をすることが
必要です。ここに来る多くの人は、当初は昼夜逆転となっ
ているため、遅れても朝起きてくることを最初の目標に
しています。
　朝のスタート時間や作業時間は、利用者の生活状況や
病状により変わりますが、日々の積み重ねにより、生活
リズムが獲得ができ、昼間の作業ができるようになって
いきます。これまで就職した施設利用者は、10 人です。
病気のことを公表しないで一般就労した利用者もいます
が、障害者枠の仕事にするかどうかは、本人の判断に任
せています。
　施設では、就職に向けて、面接練習や履歴書の書き方
なども指導しています。
　40 代 50 代になると就労を希望しない利用者もおり、
１か月 6,000 円〜 20,000 円の収入では、障害年金をもらっ
ても、生活保護になります。ここでの作業が、仕事場に
準じたように働ける場所で、収入を増やすことが必要と
考えていますが、５０銭１円の内職作業からの脱却は難
しい状況です。
■グループホームの開設
　2017（平成 29）年に住まいを必要とする人のために
グループホームを開設しました。定員 7 名、ワンルーム
のアパートなので、地域生活の自立を目標にしています。
　健康を保つために、昼食・夕食を提供しており、60
代 50 代の入居者もいますが、内科疾患での服薬者は今
のところいません。食事内容のバランスは良好です。
　グループホームは自宅であり、家族のような役割があ
りますが、過度に介入することなく、自立した大人とし
ての生活を保証しています。
■課題
１．利用者の収入が低い

就職できない利用者のために、作業収入を増やし、仕
事として取り組める事業を起こしたいと考えている
が、具体的な案が出てこない。平均作業収入が１人
１万円を下回ると加算の補助金が減額される。今年は

減額の可能性が高い。
２．利用者の仕事が内職以外にない。単価が低く収入が

増やせない。
３．カフェスペースを 3 年間業者に貸し出すが、3 年後

には NPO としての事業が行えないかと考えている。
地域に必要とされる事業を検討したいが、地域や役場
との関係が構築されていない。

　ご意見をいただき課題解決に努めていきたいと思います。
　貴重な機会をいただきありがとうございました。

特定非営利活動法人
群馬リカバリーねっと

現状と課題

群馬リカバリーねっと

代表 勅使川原 洋子

①

1975(昭和50)年代～ 悲劇の病気

● 精神疾患は、遺伝する・・・・

● 隠れて暮らす、当事者と家族

● 毎日閉じこもりの生活

● 病院以外に行ける場所・・・作業所を

● 保健所保健師の役割・・・・精神保健法

②

こんな理不尽なこと
● 病気になっただけで・・・

● 精神科救急システム

③

設立と変遷

2013（平成25）年
● 平成４年に精神障害者家族会を立ち上げ、通所のための作業を

つくり、家族会をＮＰＯ法人として、地域に定着した保健活動を

提供した。この時一緒に活動したワーカーから、通所施設をつく

りたいと希望している障害者の家族がいるので相談に乗ってはど

うかという話があったのが設立のきっかけとなった。

2014（平成26）年4月～
● 家族からの建物の提供

群馬県佐波郡玉村町にて、通所施設を開所する。

古く使われていない、一戸建てで始めた。

④
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作業中

⑭
建物を新築
2018（平成３０）年
● 建物の老朽化と通所者の増加で、戸建てアパート3か所に移
転したが、アパートも古く快適な環境を提供することできない

ことから、新築することとなった。

● 全額信用金庫から借り入れをした。

● 利用者が、ただの通所施設だけでなく、カフェを併設し、楽

しめる施設にしたいという理事会意見から、カフェスペースの

ある、おしゃれな建物となった。

⑨

就労継続支援Ｂ型
根拠法令：障害者総合支援法
認可日：2014（平成26）年9月1日
対象者：精神障害者・発達障害者の方が中心
目 的：日常生活リズムを整え、充実した日常生活の獲得

コミュニケーションなどを通して人との交流、就労
定 員：20名
開所日：月～金 土（不規則）
時 間：９：００～１５：００

※ 送迎・納品 8：30～9：00、15：00～16：00
利用料：法に定める利用料 ※収入のない場合は無料
工 賃：毎月末〆 翌月15日支給

⑤

新しい施設（定員20名）

※ カフェ
※ 高齢者のためにお弁当

⑩

利用者の一日の流れ
迎え（希望者）

作業訓練

休憩（10分）
作業訓練

昼食

作業訓練・その他

8時30分～9時

9時～10時30分
10時30分～40分
10時40分～12時
12時～13時
13時～15時

15時～ 送り（希望者）

⑥

北に広がる
山なみ
赤城山

⑪

スタートした当時
の通所施設

•作業風景
•作業（袋詰め等

⑦ ⑫

職員
● スタート時点の職員は方針等の話し合いの結果退職

● 群馬県立精神医療センターで勤務したベテランの看護師を

施設長として迎える。その後職員が3名となる。
● 現在、全職員8名

60代3名、50代2名、40代2名、30代1名
看護師、精神保健福祉士、社会福祉士

資格なし2名（調理担当1名）

⑧

カフェスペースのための、イングリッシュガーデン風
北の庭と南の庭（建設当時）

⑬
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〈プロフィール〉
■家族

夫（中小企業診断士）、長男（既婚、大工）、長女（同居、
事務職員）

■県立福祉大学校卒（現：群馬県立県民健康科学大学）
通信制大学卒業、法政大学大学院修士課程修了 2018 年

■群馬県保健師　38 年勤務
担当業務の１／２は、精神保健業務
精神疾患を持つ本人・家族の地域生活の支援
福祉的専門性を持つため、精神保健福祉士取得
平成 15 年、群馬県精神科救急情報センターの立ち上
げに関わる（５年３か月）

■平成 26 年４月〜　
NPO 法人群馬リカバリーねっと設立　理事長
通所施設「リカバリ―ハウス」開始
　精神疾患患者が障害者の中に入り、他の知的障害者、
身体障害者と同様に扱われ、精神疾患についてあまり
理解していない人達が、他の障害と同じように施設で
対応していることに違和感をもちました。医療職がス
タッフとして支援する精神障害者専門の施設をつくり
たいと考えたスタートしました。
・平成 30 年〜
　医療福祉大学、非常勤講師（１年）、専任（４年）准教授
　保健師教育に従事　令和 5 年 3 月退職

≪今月のお祝い≫
《９月結婚記念日》
小原　　淳　　  会員

グループホームの開所
2017（平成２９）年12月～
● グループホームとしてアパート（ワンルーム）の新築

7部屋を利用者、1部屋を共有スペース
● エアコン完備、バス・と入れ別 ＩHキッチン、収納
ベット ※冷蔵庫、洗濯機スペース有り

● 家賃は、補助金10,000円があるので
自己負担25,000円／月、共益費10,000円
水道・光熱費は実費

● 食事の提供、昼・夕食 各500円程度（20,000円／月）
● 週2回、買い物支援（朝食、土日の食品等を買う）

⑲

勉強会
ＳＳＴ

⑮

グループ
ホームの共
有スペース

⑳

窓からの景
色に広がる
カワズザク
ラが満開に
なったので
お花見の散
歩

⑯ 課題
１．利用者の収入が低い

20,000～6,000円／月
前年度 平均10,000円以上だったので、加算が付いた。
今年度は厳しい。

２．利用者の仕事がない

３．カフェスペースを自分たちで活用できなかった。

レンタルカフェとして、会社と契約する。

㉑

ハローワー
クの障害者
枠の就職説
明会

⑰

cocorika

⑱
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《９月入会記念日》
佐藤　一明　　2019・９・14
水谷　　透　　2001・９・29 各会員

《９月誕生記念日》
宝積　尚煕　　
宮川　洋一　　
宮田　彰久　　
永島　克政　　  各会員

≪スマイルレポート≫
鳥山直樹会長・川﨑智晴副会長・小野哲幹事：ゆかたミー

ティングご参加の皆様、お疲れ様でした。久し振りの
宿泊イベントで、夜遅くまで懇親を深めることができ
ました。企画・運営していただいた親睦活動委員会の
皆様、ありがとうございました。特定非営利活動法人
群馬リカバリーねっと理事長　勅使川原 洋子様、本
日の卓話よろしくお願い申し上げます。「こころの病
気」についての理解を深めたいと思います。株式会社
プロット代表取締役 藤井邦一様、株式会社ひのきリ
ライアンス代表取締役社長兼最高経営責任者 北井一
也様、ようこそお越しくださいました。例会をお楽し
みください。

石田健二会員：①例会欠席のお詫びとして。②入会祝い。
③誕生祝い。

平野忠弘会員：ゆかたミーティングでは楽しませて頂き
ました。来年も宜しくお願いします。

小原淳会員：先週のゆかたミーティング、関係委員会の
皆さんありがとうございました。今回、河鹿荘に忘れ
物をしまして、青木会長、水谷会員（50 音順）には重
ねてお世話になりました。青木会長には運搬係まで担
当して頂き、恐縮の限りです。ありがとうございました。

川﨑智晴会員：青木会長ご紹介の北井様、萩生田会員ご
紹介の藤井様、例会をお楽しみください。

萩生田義久会員：入会候補者藤井様、よろしくお願い致
します。北井様、ご検討の程よろしくお願い致します。

新堀史明会員：８月は 1 日も例会に出席できずすみませ
んでした！

青木理会員：北井様、例会出席ありがとうございます。
楽しんで頂けますと幸いです。

青柳隆之会員：藤井さん、北井さんようこそいらっしゃ
いました。またゆかたミーティング、行きは青木さん、
帰りは佐藤さん、車同乗させていただだきありがとう
ございました。

福本学会員：ゆかたミーティングにご参加いただいた皆
様ありがとうございました！とっても楽しかったで
す。

宍戸留美会員：藤井様、北井様ようこそいらっしゃいま

した。どうぞごゆっくりお過ごし下さい。
髙橋常男会員：今年の夏は、猛暑日の数も過去最多との

中間報告がありましたが、誰しもこれまでにない、暑
い・暑い夏を体験しました。私ことで恐縮ですが、ロー
タリークラブ入会以来、余暇はメダカ・金魚の飼育に
愛を注いでおりますが、水槽温度を適温に保つために、
氷塊を注いだり、保冷剤を入れるなどクーリング対策
を行いましたが、結局、体温調整がうまくできなかっ
た、金魚３匹、メダカ２匹を失いました。産卵をみる
ことはできませんでした。残念です。本日は、群馬リ
カバリーねっと理事長、勅使川原様の卓話を楽しみに
まいりました。宜しくお願い致します。

島太郎会員：卓話者の勅使川原様、本日は群馬よりお越
し頂きありがとうございます。台風も去って良かった
です。本日は宜しくお願い致します。

井原裕一会員：本日は群馬リカバリーねっと勅使川原理
事長、卓話宜しくお願いします。ゆかたミーティング、
お世話になりました。楽しかったです。

澤田美穂子会員：９／３〜４、入会して初めて、ゆかた
ミーティングに参加してきました。温泉で、身体はポ
カポカになり、お肌もツルツルになりました。宴会、
カラオケ、〆のラーメン、翌日の観光もとても楽しかっ
たです。皆様ありがとうございました！！

岩﨑吉明会員：このところ仕事ばっかりで済みません。
小原淳会員：結婚祝い。早いもので、50 年になります。
水谷透会員：入会 22 年目になりました。会員の皆様あ

りがとうございました。
宮川洋一会員：誕生祝い。
小原淳会員：スマイルに協力して。
鈴木康昭会員：スマイルに協力して。
伊藤雄一郎会員：スマイルに協力して。
岸厚子会員：スマイルに協力して。
小野澤寿一会員：スマイルに協力して。
齋藤久夫会員：スマイルに協力して。

本日のスマイル　29 件　

（今月の会報担当　佐藤　一明　会員）

◎スマイルリクエスト
田島　文男　会員

「明日へ向かう人」
　半崎美子氏の「明日に向かう人」です。半崎美子氏は
最近、youtube で知りました。北海道出身のシンガーソ
ングライターです。「明日に向かう人」を聞いた時、「作
詞」に感銘を受けてリクエストをしました。今までの人
生の反省を踏まえ、これからの「人生の応援歌」として
口ずさんでいきたいと思います。
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２０２３年１０月　例会プログラム予定表

週 日 テーマ スピーカー 紹介者 合唱曲

1 7 特別休会

2 14
徳川慶喜と兵庫開港問題

幕末政局の転換点
司法書士

松原　隆文　様
鈴木　康昭　会員 我等の生業

3 21 インボイス制度について 小野澤　寿一　会員 赤とんぼ

4 28 2027 横浜花博
横浜市都市整備局

上瀬谷整備・国際園芸博覧会推進室長
村上　実　様

萩生田　義久会員 夕やけ小やけ

第３回理事会　議事録
2023 年 9 月 9 日

議案及び決議事項
１．10 月例会プログラムの件

10 月 21 日の卓話については、11 月 25 日に卓話が予定されている小野澤会員にお願いできないか
を打診する。それ以外は、原案どおり承認。

２．秋季情報集会の件
友好クラブについて等をテーマとして、できる限り少人数で、11 月第２週から第３週にかけて開
催することとなった。

３．令和 5 年第 11 回みなっち杯えきでんの件（社会奉仕）
参加賞（ジャポニカ学習帳）を協賛する。また、11 月７日に清水ヶ丘公園で開催されるえきでん
への参加を会員に呼びかける。

４．「リラのいえ」支援の件（社会奉仕）
地区補助金を活用して、支援を行う。具体的な内容に関しては、先方との調整を新堀会員にお願い
する。

５．2023 年秋田県豪雨災害被災地支援協力の件
地区からの要請に基づき、預かり金から会員一人あたり 円（合計 円）を支出する。

６．9 月 30 日（土）米山奨学生 蔡宜真様　終了式の件
例会の進行は、以下のとおりとする。
点鐘・開会→ゲストの紹介→ビジターの紹介→出席報告→スマイルボックスの発表→会長報告→幹
事報告→委員会報告→終了式（小野邊委員長による進行）→合唱→点鐘・閉会
樋口ガバナー、吉田パストガバナー、小野邊委員長及び板橋委員長はクラブゲスト扱いとする。

７．新会員候補　石野貴史様の件
会員選考委員会の意見を求めることとし、前回の退会理由及び再入会を希望する理由等を会員選考
委員会の方で確認してもらう。

８．7 月会計確認
承認した。

９．その他
① 2023-24 年度地区大会記念「ポリオ根絶チャリティーゴルフ大会」の件
　事務局から会員に案内を送る。
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